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4章 総合考察
第2章と第3章の一連の実験結果から、(1）パブロフ型条件づけには評倍学習系列と｛言号学習系列
があり、各々の学習系列で評価性の条件反応（CR）と準備性の条件反応（CR）を喚記すること、（2）評植
学習系列は、条件刺激（CS）に対する嫌悪性の評掘という認知的要因が構成されており、信号学習系列
は、条件刺激（CS）と無条件刺激（UCS）の髄伴性の認知と無条件刺激（UCS）の嫌悪性の評倍という 2つ
の認知的要因が構成されていること、（3）評価学習系列で行われた条件刺激（CS）に対する嫌悪性の評
揺が信号学習過程にバイアスとして作罵すること、の 3点が明らかに立った。第1章で示した仮説
モデルが支持され、パブロフ型条件づけで評語学習と信号学習が並行的に行われていることを明らか
にした。さらに、実験的検討を通じて、検討の必要な需題として、(1）恐怖反応の構造、（2）評倍学習
事態ζおける条件刺激（CS）と無条件刺激（UCS）の結びつきの内容、（3）評錨学習が信号学習過程に及ぼ
す影響過程の検討が必要であることを示した。
以上の知見をもとに、恐怖学習のー形態であるパブロフ型条件づけでは、条件刺激（CS）や無条件刺
激（UCS）に対する認知的処理過程と板定し、あらためて認知媒介聖条件づけモデルを構築した。さら
に、このモデルは、従来のパブロフ聖条件づ‘けモデ、んや認知媒介型条件づ、けモデルで法解釈の難しい
恐怖症の症状を合理的に説明できることを示した。最後に、（1）条件反応の構造化、（2）評髄学習系列
における条件刺激（CS）の嫌悪性評価の過程の精散化、（2）評語学習系列における条件刺激（CS）の嫌悪
性評錨が信号学習系列に及ぼす影響過程の精綴化について検討することで、より詳細に講造化できる
モデルであると述べた。
